
臨時特別給付金はカルチャーパレス１階で受付中

災害復旧が完了した農地

入居期間が１年延長となった応急住宅地域支え合いセンターが相談会やオープンカフェなどを開催

被
災
者
や
若
者
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

　

豪
雨
災
害
に
伴
う
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
や
二
重
ロ
ー
ン
な
ど
の
問
題

解
決
に
向
け
て
、
発
災
直
後
の
令

和
２
年
８
月
か
ら
、
熊
本
県
弁
護

士
会
で
被
災
者
向
け
の
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
年
４
月
に
は
成
年
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
若

者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
対
策
や
消
費
者
教
育

を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

被
災
者
の
二
次
被
害
の
防
止
に
向

け
、
ト
ラ
ブ
ル
事
例
や
相
談
会
な

ど
の
情
報
を
定
期
的
に
発
信
す
る

な
ど
、
本
市
の
消
費
者
問
題
に
関

す
る
被
害
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
定

　

人
吉
市
国
民
健
康
保
険
事
業
で

す
が
、
被
保
険
者
数
の
減
少
や
医

療
費
の
増
加
で
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
る
中
、
国
民
健
康
保

険
税
を
主
な
財
源
と
す
る
熊
本
県

事
業
費
納
付
金
は
、
本
市
の
一
人

当
た
り
介
護
納
付
金
額
が
令
和
元

年
度
以
降
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
人
吉
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
に
対
し
、
令
和
４
年
度

の
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
介
護

納
付
金
分
の
増
額
に
つ
い
て
諮
問

し
た
と
こ
ろ
、
２
月
８
日
に
答
申

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
令
和

４
年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
改
定
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

見
直
し

　

後
期
高
齢
者
医
療
関
係
で
す

が
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
り
、
被
保
険
者
数

が
増
加
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の

増
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
、
国
で
は
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
割
合
に
つ
い

て
、
従
来
の
１
割
、
３
割
負
担
に

加
え
、
今
年
10
月
か
ら
加
入
者
の

所
得
や
収
入
に
応
じ
て
２
割
負
担

が
新
し
く
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
令
和
３
年
度
が
２
年
ご
と
の

保
険
料
見
直
し
の
年
で
あ
り
、
保

険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る

た
め
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
、
段
階
的
な
引
き
上

げ
に
伴
う
増
額
改
定
が
行
わ
れ
ま

す
。
本
市
も
熊
本
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
の
健
全
運
営
に

努
め
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た

市
税
の
納
付
が
可
能
に

　

市
税
関
係
で
す
が
、
既
に
導
入

し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
加

え
、
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
を
利

用
し
た
納
付
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
で
、
外
出
す
る
こ

と
な
く
市
税
や
水
道
料
金
、
市
営

住
宅
の
家
賃
な
ど
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
利

便
性
の
向
上
と
し
て
、
ま
た
コ
ロ

ナ
禍
に
対
応
し
た
新
た
な
納
付
形

態
と
し
て
、
今
後
も
周
知
を
図
り

ま
す
。

応
急
住
宅
の
入
居
期
間

１
年
延
長
へ

　

昨
年
12
月
、
国
に
お
い
て
「
令

和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
に

つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ

れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指

定
に
関
す
る
政
令
」
の
一
部
改
正

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
応
急
住
宅
の

存
続
期
間
が
１
年
を
超
え
な
い
範

囲
で
延
長
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
併
せ
て
、
応
急
住
宅
の
供
与

期
間
の
１
年
延
長
も
可
能
と
な
り

組
織
別

健
康
福
祉
部
関
連

6

ま
し
た
。

　

供
与
期
間
の
延
長
は
、
住
ま
い

の
再
建
先
ご
と
に
要
件
が
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
応
急
住
宅

入
居
者
全
て
の
人
の
再
建
方
法
や

課
題
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、

応
急
住
宅
へ
の
入
居
時
期
が
早
い

世
帯
か
ら
順
次
、
個
別
面
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ

の
入
居
や
新
築
・
購
入
を
希
望
す

る
世
帯
に
対
し
、
住
ま
い
の
再
建

を
後
押
し
す
る
新
た
な
取
組
と
し

て「
民
間
賃
貸
物
件
等
紹
介
事
業
」

を
開
始
し
、
１
月
20
日
か
ら
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
ホ
ー
ル
棟
に
紹
介

ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

支
援

　

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
被
災
世
帯

の
住
ま
い
や
日
常
生
活
の
支
援
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
生
活
再

建
の
数
値
的
目
標
の
一
つ
で
あ
る

支
援
済
み
世
帯
割
合
は
、
１
月
31

日
現
在
で
61
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
し
て
い
ま
す
。
早
い
世
帯
で
は

本
年
７
月
に
応
急
住
宅
の
供
与
期

間
満
了
を
迎
え
る
た
め
、
住
ま
い

の
再
建
に
向
け
た
支
援
活
動
も
よ

り
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
被
災
さ
れ
た
一
人
一

人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ

て
、
生
活
再
建
に
向
け
た
思
い
や

意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、住
ま
い
、

保
健
・
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
に

わ
た
る
支
援
策
を
実
施
し
ま
す
。

非
課
税
世
帯
な
ど
を

支
援
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

　

臨
時
特
別
給
付
金
関
係
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
家
計
の
状
況
が
悪
化

し
た
世
帯
や
子
育
て
世
帯
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
国

か
ら
臨
時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

新
た
に
非
課
税
世
帯
な
ど
を
支
援

す
る
た
め
の
給
付
金
制
度
が
創
設

さ
れ
、
一
世
帯
当
た
り
10
万
円
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
市

で
も
、
対
象
世
帯
約
５
千
世
帯
の

う
ち
、
受
給
者
の
状
況
確
認
が
取

れ
た
世
帯
に
対
し
、
２
月
か
ら
給

付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

給
付
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

家
計
が
悪
化
し
、
非
課
税
世
帯
と

同
等
程
度
に
生
活
水
準
が
低
下
し

た
世
帯
も
対
象
と
な
る
た
め
、
対

象
世
帯
の
皆
さ
ま
は
、
申
請
期
限

の
9
月
末
ま
で
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

5
組
織
別市

民
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連

組
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7被
災
農
地
の
復
旧
と
農
業
者
支
援

　

被
災
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災

害
復
旧
関
係
で
す
が
、
被
災
農
地

は
現
在
、
復
旧
面
積
の
５
割
、
ま

た
被
災
農
業
用
施
設
は
、
復
旧
個

所
数
の
３
割
が
そ
れ
ぞ
れ
完
了
し

て
い
ま
す
。
残
り
の
地
区
、
農
業

用
施
設
も
、
早
期
の
復
旧
に
向
け

事
業
を
進
め
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
に
伴
う
農
業
機
械
や

農
業
用
施
設
の
再
取
得
な
ど
の
支

援
に
関
し
て
は
、
こ
の
２
年
で
延

べ
１
２
０
件
、
約
６
億
６
千
万
円

の
申
請
を
い
た
だ
き
、
今
年
３
月

末
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
早
期
の
営
農
再
開
に
向
け
、

引
き
続
き
支
援
を
行
い
ま
す
。

被
災
し
た
林
道
の
復
旧

　

林
道
災
害
復
旧
関
係
で
す
が
、

被
災
し
た
林
道
11
路
線
の
う
ち
、

４
つ
の
路
線
で
復
旧
が
完
了
し
て

い
ま
す
。
残
り
の
７
路
線
も
継
続

し
て
早
期
の
完
了
を
目
指
し
ま

す
。

森
林
の
環
境
保
全
の
推
進

　

森
林
整
備
関
係
で
す
が
、
放
置

林
対
策
は
、
人
吉
市
林
業
経
営
管

理
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
、順
次
、

確
認
作
業
を
行
っ
て
い
て
、
併
せ

て
、
未
植
栽
地
の
確
認
に
よ
る
植

林
場
所
の
選
定
な
ど
を
進
め
、
放

置
林
対
策
と
植
林
推
進
に
よ
る
森

林
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
間

伐
事
業
は
、
近
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
と
吸
収
量
を
均
衡
さ
せ

る
こ
と
）
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、

樹
木
の
伐
採
と
残
存
木
育
成
の
バ

ラ
ン
ス
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化

炭
素
）
の
吸
収
量
増
を
見
込
ん
だ

施
業
を
展
開
す
る
な
ど
、
森
林
の

環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

農
地
の
集
積
集
約
化
を
目
指
す

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と

い
っ
た
人
と
農
地
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、
農
業
者
に
よ
る
話
し
合

い
に
基
づ
き
、
地
域
の
中
心
経
営

体
や
農
業
の
将
来
の
在
り
方
な
ど

を
明
確
化
し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
市
内
全

域
を
対
象
と
し
た
プ
ラ
ン
と
し
て

い
た
も
の
を
、
既
に
地
域
内
の
農

地
集
積
が
進
ん
で
い
る
大
畑
地

区
、
田
代
地
区
を
除
い
た
16
地
区

に
細
分
化
し
、
さ
ら
に
遊
水
地
の

候
補
地
を
含
む
中
神
地
区
、大
柿
・

小
柿
地
区
の
２
地
区
を
除
く
14
地

区
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今

後
、
同
計
画
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
各
農
家
に
周
知
を
図
り
、
計
画

を
見
直
し
な
が
ら
目
標
で
あ
る
農

地
の
集
積
集
約
化
を
目
指
し
ま

す
。
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